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論 文 内 容 の 要 旨 
 管理会計は、財務的パフォーマンスと環境的パフォーマンスとの連結環である「エコ効率」を測定し、持続
可能な社会において企業の競争優位を維持するために必要な、財務的・物理的情報を提供するものである。こ
れまで、環境能力を管理会計との関わりから理解するための理論的基礎として、戦略的ポジショニング、コス
トドライバー分析、バリューチェーン分析といった、企業の外部要因との関連から競争の主な要因を分析する
ポーターの戦略論が用いられることが多かった。しかしながら、これによっては企業内のダイナミックな環境
能力を含む組織能力を解明することは不可能である。 
 本論文では、まず第１章において、こうした限界を克服するため、リソースベースビューおよびそれの発展
形態であるダイナミックアプローチを用いた。リソースベーズビューは、企業を、レント・シーキング戦略に
ついての基盤である特定の資源と能力の集合体であると仮定する。環境能力の価値を高めるには三つファクタ
ー、すなわち要求、欠乏、そして誰がレントを得るか、が存在する。基本的に環境能力はルーチンてきで、使
用によって磨耗しない、半永久的に組織と結合されたものであり、環境能力は、多様な資源と能力からもたら
されるとする。 
 第２章では環境管理会計（EMA）の進化について議論した。EMAは、内部および外部のコンフリクトに直面す
るとき、EMAは新しい資源やルーチンと以前の能力を再結合することによって進化するといえる。 
 第３章ではエコデザイン（環境配慮設計・開発）における戦略的コストマネジメントについて分析した。こ
こでは、環境に関わる負担をドライブするものとしてマテリアルフローとエネルギーフローをあげ、最近企業
でも試みられているマテリアルフロー原価計算や環境原価企画がコストダウンと汚染防止を達成するための資
源と能力とどのような関係にあるかを考察した。 
 第４章では、３つの企業、すなわち、バイエルAG、シャープ、ノキアといったグローバル企業をケースとし
て取り上げた。このケース研究によって、コストマネジメントについての企業の長期的なキャパシティは経路
に依存する半永久的な能力を基礎にしていること、さらに、新しい環境管理会計システムを導入し、これを実
践に移すことによって、ダイナミックな環境能力を増進できることが明らかになった。さらには、エコデザイ
ンのフェーズにおいて、物理的環境管理会計（PEMA）の情報が主要なリソースあること、さらには、マテリア
ルフローによってコスト配分するためには環境能力をよりダイナミックな観点から増進させることが必要であ
ると結論づけた。財務的な誘因は直接的に企業のレント・シーキング戦略と結合しているからである。ケース
企業では、サプライチェーンマネジメントおよびシミュレーションツールについての実践などを行い、財務的
および環境情報を組み合わせることによって環境的負担を削減するための資源と能力とをダイナミックに変革
してきたのである。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、資源ベース戦略論を基礎として、環境管理会計と組織能力との関係性について3社のケースから
実証的に明らかにすることを試みるものである。 
 クルンサアリ氏は、従来の管理会計の戦略的枠組みとして、戦略的ポジショニング、コストドライバー分析、
バリューチェーン分析といった、企業の外部要因との関連から競争の主な要因を分析するポーターの戦略論が
用いられてきたが、それでは企業内の環境能力を含む組織能力を解明することは不可能であったとし、第１章
では資源ベース戦略論について論じる。そこでは、企業を、レント・シーキング戦略についての基盤である特
定の資源と能力の集合体であると仮定し、環境能力の価値を高めるには要求、欠乏、そして誰がレントを得る
かが重視される。環境能力はルーチンのなかに存在し、陳腐化せず、半永久的に組織と結合されたものであり、
環境能力は、多様な資源と能力からもたらされるとする。 
 第２章では、以上の理解を行った場合の環境管理会計論の利点として、内部および外部のコンフリクトにつ
いて考察可能となり、新しい資源やルーチンと以前の能力を再結合するプロセスを捉えることができるとする。 
 第３章では、環境配慮設計・開発段階におけるマテリアルフロー原価計算や環境原価企画を取り上げ、コス
トダウンと汚染防止のための資源と能力との関係を明確にした上で、第４章では、シャープ、バイエル、ノキ
アといつたグローバル企業を事例として考察し、コストマネジメントについての企業の長期的なキャパシティ
は経路に依存する半永久的な能力を基礎にしていること、および新しい環境管理会計システムを導入しこれを
実践に移すことによって環境能力を増進できることを明らかにしている。また、ケース企業では、サプライチ
ェーンマネジメントおよびシミュレーションツールついての実践などを行い、財務的および環境情報を組み合
わせることによって環境的負担を削減するための資源と能力とを変革してきたことを示した。 
 これまで資源ベースの戦略論と管理会計の組織能力についての研究はあまり見られず、氏の考察は環境能力
と管理会計との直接的関連性についての理解を深め、さらにダイナミック戦略論の領域まで踏み込んでいると
評価できる。 
 残された問題点として、ケースのより踏み込んだ検討、たとえば競合他社との分析を加えるなどによって、
時系列の変化を織り込んだ管理会計技法の能力を明らかにすべきことがあげられる。 
 とはいえ、こうした点は今後の研究で十分乗り越えられるものと判断し、審査員一同は、本論文が博士（グ
ローバルビジネス）の学位を受けるに値するものとする。 
 
